
トーゴ共和国

イギリス

ブルガリア共和国　

今回ご紹介する国々

ハンガリー

ラトビア共和国

セルビア共和国

スーダン共和国

モザンビーク共和国

タンザニア連合共和国

キルギス共和国

スリランカ民主社会主義共和国

コソボ共和国

コロンビア
共和国

International Artists Center (IAC) values our partnerships 
with the embassies in Japan. Since our founding in the 
1960s, these collaborations have been instrumental in 
our success and growth.

During the three years since 2020, which were heavily 
impacted by COVID-19, embassies were incredibly 
supportive of our mission to promote cultural exchange. 
They have offered on l ine courses and cook ing 
demonstrations showcasing their country's cuisine. Last 
year, we were pleased to resume in-person events at 
embassies.

We hope to expand our reach beyond Tokyo so that 
people living outside of the metropolitan area can also 
enjoy these enriching experiences.

While our current activities are centered in Tokyo, we 
welcome participants from all over Japan. I would love 
fo r  IAC  to  sha re  and  u t i l i z e  i t s  success  w i th  
organizations and companies in various regions. 
However, I wonder how we can best reach out to people 
in those areas.

First we would like to collaborate with embassies in 
Japan to make sweets and snacks that are unique to 
their countries, using local Japanese specialt ies 
(ingredients). This would provide great opportunities for 
international cultural exchange. We look forward to 
see ing how Japanese reg iona l  ingred ients  are  
transformed into sweets and snacks originated in 
various countries.

国際芸術家センターの新たな活動
一緒に文化交流を実現しましょう

　今の IAC の活動は東京中心となり、参加者も首都圏の方々がほ
とんどです。もっと地方の団体や企業などとも IACの実績を共有し
活用して欲しいのですが、どのように地方の方に呼びかけたらいい
のかと悩んでおります。
　まずは、地方の特産物（食材）を使って、在日大使館の協力で世
界のスイーツやスナックなど作り、国際文化交流のきっかけとした
いです。日本の地方の食材が各国のスイーツにどのように変身する
のか楽しみです。
　ご興味がある地方の方々のご連絡をお待ちしています。

　国際芸術家センター（IAC）の活動の礎は、設立当時の１９６０
年代からスタートした各国在日大使館との協力体制で、それが今
までの活動実績につながっています。
　文化交流にとっては過去最大のダメージであった３年にわたるコ
ロナ禍でも多くの大使館が、オンラインでの講座やお国料理の実
況など、快く協力してくれました。そして直近の１年は、また大使
館での対面イベントが復活してうれしい限りです。
　この IAC と各国大使館との信頼関係と交流実績を地方でも活用
して欲しいです。

International Artists Center aims to collaborate with embassies to promote cultural 
exchange throughout Japan
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バラカ・ハラン・ルバンダタンザニア特命全権大使
H.E. Mr. Baraka Luvanda, Ambassador（右）
エドナ・ディオニス・チュク一等書記官
Ms. Edna Chuku, First Secretary

タンザニア連合共和国大使館
第��回United Republic of Tanzania　タンザニア特命全権大使と一等書記官をお迎えして開催いたし
ました。アヤメの描かれた菓子や個性的な柄の茶碗を手にしてい
ただき、お茶席を体験していただいきました。

2023年 5月 31日

於：赤鳥庵 目白庭園

サブリ・キチマリ大使 His Excellency Dr.Sabri Kicmari と
大使夫人アフィディタさん Mrs.Aferdita KICMARI

コソボ共和国大使館
第��回Republic of Kosovo　サブリ・キチマリ コソボ共和国大使ご夫妻と大使秘書のアル
ベニータさんの楽しいお人柄が赤鳥庵にひな祭りの暖かさを運ん
できました。菱餅をイメージしたお菓子やひな人形の描かれた懐
紙などからも春の訪れを感じました。

2024年 2月 12日

於：桜花亭 国立オリンピック記念青少年総合センター

Tea ceremony with ambassadors to enjoy Japanese tea

写真 : 叶響

英語で楽しむと共に大使 茶道

「大使館でお茶を」の開催大使館への返礼イベントです。

開催の季節のお花、茶道具、お菓子などお茶席の奥深さを大使たちと一緒に体験し、日本人の参加者も茶道の魅力

を再認識できます。また、外交官と親しく交流できる楽しさもあります。

このイベントは、裏千家インターナショナルアソーシエーションの有志の皆様のご協力をいただいています。
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グローバルに活躍する「地球スペシャリスト」ともいうべき方々のお話しをうか

がう企画です。勝又美智雄さん（国際教養大学名誉教授）を講師にお迎え

しての第二弾「なぜ、日本人は英語が苦手なのか」を３回シリーズでお送

りしました。MCや資料作りで大学生にも参加いただきました。

勝又先生と参加者との質疑応答も活発に行われました。英語の勉強法に

悩んでいる方々からはとても勇気づけられたという感想が寄せられました。

大切なのは、日本語で表現できなければ、英語で表せない、幅広い勉強

が必要ということがシリーズ通じての実感でした。Grobal Specialist Course

地球
スペシャリスト講座

講師：勝又美智雄

第      回�� 第      回�� 第      回��

ONLINE EVENT

１５回のMC
柿沼みこさん
（学習院大学）

2023.5.27第    回13

2023.6.17第    回14

2023.7.8第    回15

13、14回のMC
山﨑あず咲さん
（国際教養大学） 

英語を楽しく学ぶ方法あれこれ

なぜ日本人は英語が苦手なのか？

その解決法を教えます。

４技能の優先順位とその鍛え方
話す・聴く・読む・書く

6



第 　回9

講師：中路理恵子

イギリス
「クリスマス・プディング、
コロネーション・チキン」

����年 ��月 ��日

クリスマス・プディング

コロネーションチキンの
サンドイッチ

クリスマスティー

menu

伝統的なクリスマス・プディング

講師の中路
理恵子さん

イギリスの伝統的なクリスマス・プディ
ングのレシピやエリザベス女王の好物
だったコロネーションチキンを紹介いた
だいた。
伝統的な古いレシピのクリスマス・プ
ディングを実習、貴重な経験だった。

世界各国には、固有の文化や宗教に基づくハレの日（お祝いの日）があり、お祝い料理があります。そ

こには、その国の文化や生活が色濃く反映されています。とはいえそういう料理は、日本で実際に口に

する機会が乏しいように感じます。「外国ではお祝いの場で何が食べられているの？」という疑問にお

応えすべく、そのお国の方やその国の文化に詳しい方をゲストに迎え、お祝い料理を通し異文化の理解

を深める企画です。

築地で世界のお祝い料理を楽しむ会

主催：ThinkEATLab　https://www.think-eat.info
協力：国際芸術家センター（IAC）、築地まちづくり協議会

高田桃子 (ThinkEATLab 主宰 / 国際芸術家センター理事 )

講師：先崎将弘

キルギス共和国

第 　回8

「ベシュバルマクと
　　　ボルソック」

����年 ��月 ��日

ベシュバルマク
（5本の指麺）

ボルソック
（キルギスの揚げパン）

ドゥンガンサラダ
（キルギスの少数民族ドゥンガン人のサラダ）

menu

キルギスご馳
走料理

勢揃い

多民族国家であるキルギスの
様々なお祝い料理を紹介して
いただいた。
遊牧民にとっては貴重な小麦
粉を使った料理がご馳走にな
るというのが興味深かった。

キルギスの帽子を被
って

説明する先崎さん

第 　回7

「夏至祭りのチーズと
　夏のおもてなし料理」

ラトビア共和国
����年 �月 �日

Saltibarsciai
シャルティバルシチェイ

（ビーツとケフィアの冷たいスープ）

MidsummerCheese
（夏至の日のチーズ）

黒パンのガーリックトーストサラダ

Rupjmaizes kartojums
（黒パンのレイヤードデザート）

menu

ラトビアの夏至祭りの頃に食べる
特別なチーズや夏の料理を紹介。
夏至祭りの様子の動画も視聴。

講師：高田桃子

実習風景

ラトビアの夏の料理

collaboration with
external organizations

他団体との協力
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講師：アントニオ・アンゲロフ

ブルガリア共和国
「バニツァおみくじ入りチーズパイ」

����年 �月 ��日第 　 回10

バニツァ
（Burgarian Banitsa）

パナギュルスキ地方の目玉焼き
(Panagyurishte-style eggs)

ヨーグルトとローズジャムのデザート

ブルガリアのハーブティー

menu

新年に食べるお祝いのチーズパイ（願い事を書
いた紙を入れて焼く）を紹介いただいた。
ブルガリアといえばヨーグルトというイメージ
が日本で定着した経緯のお話も面白かった。

伝統的な
クリスマ

ス・プディ
ング

焼きあがったチーズパイ

セルビア大使館イチオシの
ワインとお好み焼きのマリアージュ

急遽、駆け付けてくれたセルビア大使館の
マリヤ・ペリシッチさん　一等参事官
Ms. Marija Perisic、First Counsellor　（左）
と長門ティヤナさん

長門ティヤナさん セルビア大使アシスタント
Ms. Tijana NAGATO　Personal Assistant to 
the Ambassador（左）
ミラン・グルイッチさん　アタッシェ
Mr. Milan Grujic　Attaché　（中央）
シュミット孝子さん　Monde Delicious写真提供：My Serbia

　各国大使館の推すお国の味を食の共通語として、日本の味と交

流する企画です。原宿のさくら亭で開催しました。

　当日は、セルビア大使館　大使アシスタント　長門ティヤナさん

のセルビア国のプレゼンテーションのあと、シュミット孝子さんの、

セルビアワインについてのお話がありました。

　この日のための特別レシピの２

種類のお好み焼きは、セルビアワ

インや２種のセルビアメニューのア

イバル（パプリカ・ペースト）と

パラチンケ（クレープ）と相性も

ぴったりでした。

　この食イベントは、アートとも

コラボし、会場のさくら亭に併設

されたデザインフェスタギャラリー

原宿では、「紡ぐ。セルビア」と題した展覧会も開催されました。

写真提供：( 上 )( 下左 ) 叶響
　　　　　( 下右 ) 小林栄子さん

第 回1

食 文化交流カフェ

���� 年 �� 月 � 日


